
 
 

 
 

 
 

 
 

   

《
ご
あ
い
さ
つ
》 

                          

 

◇
鳥
栖
市
議
会
・
九
月
定
例
会
報
告 

 

平
成
二
十
四
年
９
月
定
例
会
で
は
、

鳥
栖
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〈
第
２
号

お
よ
び
第
３
号
〉
な
ど
、
執
行
部
提
出

の
１ ２

議
案
、
先
決
処
分
事
項
の
報
告
４

件
を
討
議
し
、
他
に
「
鳥
栖
市
議
会
の

本
会
議
場
に
国
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
請

願
書
」
を
休
会
中
に
開
く
審
査
特
別
委

員
会
に
付
託
、
「
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設 

計
画
の
撤
回
と
安
全
安
心
の
学
校
給
食

を
求
め
る
請
願
」
を
不
採
択
と
し
、
昨

年
度
の
「
決
算
関
係
１ ０

議
案
」
は
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
「
地
方
財
政 

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
な

ど
３
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
。 

 

他
に
意
見
書
１
件
を
否
決
し
、
人
事

案
２
件
に
同
意
、
一
般
質
問
な
ら
び
に

常
任
委
員
会
の
審
査
・
討
議
が
行
わ
れ

９
月
２ １

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
報
告
い
た

し
ま
す
。 

 

《
平
成
二
十
四
年
九
月
補
正
予
算
》 

 

補
正
予
算
「
第
２
号
・
第
３
号
」
の

総
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
そ
れ
ぞ
れ

８
億
９
７
２
２
万
２
千
円
で
、
既
決
の

予
算
と
合
わ
せ
る
と
本
年
度
の
予
算
総

額
は
２
３
０
億
１
４
１
万
９
千
円
と
な

り
、
対
前
年
度
同
期
の
伸
び
率
は
３
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

 

〈
主
な
歳
出
〉 

○
農
林
課 

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

交
付
負
担
金
（
新
規
）
＝
３
６
０
万
９

千
円
。
○
建
設
課 

道
路
側
溝
等
工
事

費
＝
８
０
０
万
円
、
生
活
道
路
モ
デ
ル

事
業
費
＝
３
５
０
万
円
、
交
通
安
全
施

設
工
事
費
＝
２
０
０
万
円
。
○
教
育
委

員
会
・
総
務
課 

食
育
調
査
等
委
託
料

（
新
規
）
＝
１
２
０
万
円
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
（
新
規
）
＝
１
億

２
０
０
０
万
円
。
○
文
化
芸
術
振
興
課 

音
楽
祭
委
託
料
＝
８
０
０
万
円
な
ど
。 

 

《
小
石
ひ
ろ
か
ず
が
所
属
す
る 

 
 

 
 

 
 

総
務
常
任
委
員
会
》 

○
財
政
課 

減
債
基
金
積
立
金
＝
４
億

４
２
０
０
万
円
、
公
共
施
設
整
備
基
金

積
立
金
＝
２
億
円
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
＝
８
９
５
万
５
千
円
、
議
案
甲
第

２ ８

号
「
鳥
栖
市
証
明
等
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
他
４
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

議
案
外
で
「
サ
ガ
ン
鳥
栖
練
習
環
境

整
備
に
関
す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」 

報
告
。
現
在
、
実
施
計
画
が
終
了
し
、

工
事
着
工
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
９
月
１ ４

日
入

札
終
了
／
工
事
名
・
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
土
木
工
事
＝
契

約
金
額
２
千
８
６
６
万
５
千
円
、
請
負

業
者
＝
㈱
龍
建
設
。
○
防
球
フ
ェ
ン
ス

工
事
＝
契
約
金
額
４
千
５
６
５
万
４
千

円
、
請
負
業
者
＝
㈱
篠
原
建
設
。
○
芝

生
工
事
＝
契
約
金
額
４
千
７
７
０
万
５

千
円
、
請
負
業
者
＝
㈱
飛
鳥
緑
化
建
設
。 

○
芝
生
工
事
＝
契
約
金
額
４
千
３
２
万

円
、
請
負
業
者
＝
㈱
高
取
造
園
土
木
。

○
散
水
設
備
工
事
＝
契
約
金
額
２
千
９

８
９
万
３
千
円
、
請
負
業
者
＝
㈱
坂
口

組
。
○
舗
装
工
事
＝
契
約
金
額
２
千
４

７
５
万
９
千
円
、
請
負
業
者
＝
㈱
大
島

組
。
な
お
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
設
な

ど
は
、
９
月
２ ７

日
に
入
札
予
定
。 

  

今
年
、
Ｊ
１
に
昇
格
し
、
現
在
上
位

で
活
躍
す
る 

サ
ガ
ン
鳥
栖 

は
、
勝
ち 

点
４ ０

を
あ
げ
Ｊ
１
残
留
を
ほ
ぼ
確
定
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

〔
小
石
ひ
ろ
か
ず
・
一
般
質
問
〕 

 

◎
消
火
器
等
の
廃
棄
料
の 

 
 

 
 

 
 

 

返
還
に
つ
い
て
！ 

 

【
質
問
要
旨
】 

 

丸
信
商
店
の
代
表
者
は
、
平
成
２ ２

年

２
月
に
教
育
委
員
会
・
総
務
課
の
消
防

用
消
耗
品
の
購
入
予
定
価
格
設
定
の
際

に
、
見
積
書
を
提
出
し
た
時
点
で
、
制

度
の
改
正
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

見
積
書
の
中
に
特
定
窓
口
（
引
取
場
所 

小石ひろかず 
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指
定
業
者)

と
同
様
の
廃
棄
料
金

を
記
入
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 
 

【
答
弁
要
旨
】 

 
 

 
 

 

 

小
中
学
校
の
消
防
用
消
耗
品
の

購
入
事
業
の
見
積
書
を
提
出
さ
れ

る
時
点
に
お
い
て
、
丸
信
商
店
の

代
表
者
が
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

ど
こ
ま
で
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ど

う
か
に
つ
き
ま
し
て
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
制
度
等
に
つ
い
て

は
承
知
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
市

と
丸
信
商
店
に
お
け
る
制
度
に
関

す
る
情
報
交
換
・
情
報
提
供
が
十

分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
部
適
性
を
欠
く
事
務
処
理
を
行

う
こ
と
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

◎
鳥
栖
の
ま
ち
づ
く
り
と 

 
 

歴
史
文
化
講
座
に
つ
い
て 

 

【
質
問
要
旨
】 

 

六
月
定
例
会
で
、
勝
尾
城
筑
紫

氏
遺
跡
な
ど
、
歴
史
遺
産
に
目
を

向
け
た
「
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

答
弁
で
は
、「
具
体
的
に
は
、
鳥

栖
の
ま
ち
づ
く
り
と
歴
史
・
文
化

講
座
あ
る
い
は
史
跡
見
学
会
や
文

化
財
展
示
会
の
開
催
、
講
演
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
し
て
市
内
の

歴
史
的
文
化
遺
産
に
触
れ
る
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で

し
た
が
「
鳥
栖
の
ま
ち
づ
く
り
と

歴
史
・
文
化
講
座
」
に
つ
い
て
具

体
的
な
内
容
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

【
答
弁
要
旨
】 

 

「
鳥
栖
の
ま
ち
づ
く
り
と
歴
史

文
化
講
座
」
は
、
勝
尾
城
筑
紫
氏

遺
跡
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
脚
光

を
浴
び
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

そ
の
成
果
の
公
表
を
図
る
と
と
も

に
、
鳥
栖
の
中
世
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
さ
ら
に
は
鳥
栖
の
ま

ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
元
年
か
ら
開
催

し
て
い
る
連
続
講
座
で
、
今
年
度

で
二
十
四
年
目
と
な
り
ま
す
。
企

画
・
運
営
は
平
成
二
十
三
年
度
ま

で
は
、
市
が
鳥
栖
歴
史
研
究
会
に

委
託
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
鳥
栖
の
ま
ち
づ
く
り
と
歴

史
・
文
化
講
座
実
行
委
員
会
の
企

画
運
営
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
座
は
「
戦
国
の
城
と
城
下
町
」

「
鳥
栖
の
中
世
」 

「
鳥
栖
の
石
造

文
化
」
「
鳥
栖
学
」
な
ど
、
主
に 

戦
国
時
代
を
中
心
と
し
た
年
度
毎

の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
こ
れ
に
沿

っ
た
内
容
の
室
内
で
の
講
座
と
、 

現
地
で
の
研
修
を
交
互
に
、
年
間

８
回
か
ら
１

０

回

程
度

の
講
座
が

実
施
さ
れ
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化

に
関
心
の
あ
る
市
民
の
方
々
に
、

根
強
い
人
気
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。 

 

【
再
質
問
要
旨
】 

 

い
ろ
い
ろ
再
質
問
の
後
、
要
望

と
し
て
ラ
・
フ
ォ
ル
・
ジ
ュ
ル
ネ

を
中
心
と
し
た
文
化
の
ま
ち
づ
く

り
、
サ
ガ
ン
鳥
栖
・
久
光
製
薬
ス

プ
リ
ン
グ
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
ま

ち
づ
く
り
に
加
え
、
歴
史
遺
産
に

目
を
向
け
た
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り

も
今
後
の
鳥
栖
市
が
進
む
べ
き
方

向
の
一
環
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
歴
史
遺
産
の
活
用

と
、
そ
の
基
礎
と
な
る
歴
史
遺
産

の
研
究
を
積
極
的
に
行
い
、
地
元

住
民
の
参
加
意
欲
の
向
上
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。 

 

◎
市
道
の
付
け
替
え
の 

 
 

 
 

変
更
に
つ
い
て 

 
【
質
問
要
旨
】 

 
私
の
も
と
へ
、
何
回
か
匿
名
の

電
話
が
あ
り
、
内
容
は
３
級
市
道

２
１
８
３
号
線
の
一
部
が
付
替
え

に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
が
、
付
替

え
後
の
市
道
は
通
行
の
危
険
度
が

増
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
意

見
で
し
た
。
こ
の
市
道
に
は
付
替

え
を
せ
ざ
る
何
ら
か
の
支
障
が
あ

っ
た
の
か
。
ま
た
市
道
の
付
替
変

更
を
申
請
し
た
理
由
を
お
伺
い
し

ま
す
。 

【
答
弁
要
旨
】 

当
該
路
線
の
市
道
路
線
の
廃
止

認
定
に
つ
い
て
は
、
廃
止
と
す
る

区
間
の
道
路
幅
員
は
２
．
２
ｍ
～

２
．
６
ｍ
程
度
で
、
車
両
の
通
行

は
可
能
で
す
が
、
離
合
が
難
し
い

状
況
で
し
た
。
市
道
の
付
替
変
更

の
理
由
は
、
申
請
者
か
ら
付
替
え

前
の
市
道
と
隣
接
す
る
申
請
者
の

自
己
所
有
地
と
の
一
体
利
用
の
た

め
の
目
的
と
、
付
替
え
に
よ
っ
て

市
道
が
４
．
７
～
６
ｍ
に
な
る
こ

と
か
ら
機
能
の
向
上
が
見
込
ま
れ

る
と
の
判
断
に
よ
っ
て
、
付
け
替

え
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
以
上
） 

 

小
石
ひ
ろ
か
ず
が
長
年
に
わ
た

り
質
問
を
続
け
て
き
た
「
勝
尾
城

筑
紫
氏
遺
跡
」
の
「
整
備
基
本
計

画
」
が
ま
と
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

よ
う
や
く
鳥
栖
市
の
貴
重
な
文

化
遺
産
の
ひ
と
つ
が
活
用
さ
れ
る

第
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民

の
財
産
で
あ
る
文
化
遺
産
の
積
極

的
な
活
用
を
期
待
し
ま
す
。 
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